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ピ

ロ

鶴

戦
欝
隷

鑑

誰

塩

塚
拘
仕
組
み
で

富
士
山
が
昨
年
、

「世
界
文
化
遷
産
」

に
登
録
さ
れ
た
。

国
連
教
育
科
学
文
化
機

関

（
ユ
ネ
ス
コ
）
世
界
遺
産
委
員
会
の
評

価
は
、

富
士
山
に
内
在
す
る

「億
仰

・
芸

術
」
に
ま

つ
わ
る
普
通
的
な
価
値
。

つ
ま

り
、

富
士
山
の
「過
去
」
の
評
価
で
あ
る
。

同
時
に
ユ
ネ
ス
ヨ
は
、

日
本
政
府
に
対
し

て
富
士
山
が
抱
え
る
環
境
改
議
や
開
発
抑

止
な
ど
、

厳
し
い

「宿
題
」
を
課
し
た
。

現
在
、

富
士
山
を
訪
れ
る
年
間
観
光
筈

数
は
、

５
台
目
に
は
数
百
万
人
、

山
頂

ヘ

の
登
山
客
は
３０
万
人
。

登
山
者
は
、

７
月

か
ら
の
２
カ
月
間
に
集
中
し
、

世
界
に
類

を
見
な
い
人
口
密
度
の
高
い
出
に
な

っ
て

い
る
。

５
合
目
ま
で
奪
の
乗
り
入
れ
が
可

能
に
な

っ
た
こ
と
に
起
因
し
て
お
り
、

観

光
振
興
を
優
先
し
、

自
然
保
護

へ
の
配
慮

や
対
策
、

「信
仰
の
山
」
と
し
て
の
本
質

を
軽
視
し
た
負
の
遺
産
と
い
え
る
。

こ
れ
ら
の
過
剰
使
用
が
主
要
因
と
な
り

富
士
出
に
は
ゴ
ミ
の
放
置
、

し
展
の
垂
れ

流
し
、

飾
態
で
の
不
法
投
棄
の
増
大
、

地

下
水
の
減
少
と
汚
染
、

山
麗
開
発
の
進
行

な
ど
問
題
が
山
積
し
て
い
る
。

菫
士
山
は

本
当
に
世
界
文
化
遵
産
に
ふ
さ
わ
し
い
山

で
あ
り
続
け
ら
れ
る
の
か
、

現
場
で
見
て

い
る
と
心
も
と
な
い
。

地
元
で
は
、

登
録
後
の
経
済
効
果
を
期

待
す
る
声
が
多
い
よ
う
だ
。

今
後
ど
の
よ

う
な

「セ
ー
フ
テ
イ
ー
ネ
ッ
ト
」
を
構
築

し
て
、

美
し
い
富
士
山
を
次
世
代
に
引
き

継
い
で
い
く
の
か
。

長
期
的
な
政
策
や
課

題
解
決
へ
の
具
体
的
な
仕
組
み
づ
く
り
は

進
ん
で
い
な
い
。

現
在
、

行
政
に
よ
る
入

山
料
の
徴
収
や
マ
イ
カ
ー
規
制
の
強
化
が

実
施
さ
れ
て
い
る
が
山
梨

・
静
岡
両
県
の

利
警
調
整
が
難
し
く
、

包
括
的
な
対
策
は

で
き
て
い
な
い
。

と
に
か
く
、

登
録
後
の
富
士
山
の
現
場

は
深
刻
だ
。

汚
物
の
散
乱
が
急
増
し
て
い

る
が
、

バ
イ
オ
ト
イ
レ
は
処
理
能
力
が
不

是
し
て
い
る
。

山
麓
に
は
火
力
発
電
所
や

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
建
設
な
ど
景
観
眠
害
と

な
る
開
発
計
画
が
あ
る
。

弾
丸
登
山
や
登
山
事
故
の
増
加
、

登
山

道
の
侵
食

・
崩
壊
の
拡
大
な
ど
問
題
が
多

発
し
て
い
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
入
山
料

は
半
分
程
度
し
か
徴
収
で
き
ず
登
山
者
の

理
解
は
希
薄
で
あ
る
。

御
績
由
の
噴
火
に

よ
る
修
事
は
登
山
者
の
安
全
確
保
の
重
要

性
も
改
め
て
認
識
さ
せ
た
。

求
め
ら
れ
る
の
は
国
家
的
観
点
か
ら
の

施
策
で
あ
る
。

世
界
遺
産
の
管
理
範
囲
が

７
万
診
と
山
梨

，
静
岡
両
県
に
及
び
広
範

囲
で
あ
る
こ
と
か
ら
、　

一
元
管
理
を
重
う

「富
士
山
庁
」
の
よ
う
な
国
家
的
な
仕
組

み
が
必
要
だ
。

海
外
の
出
の
よ
う
な
包
矯

的
な
「管
理
保
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
整
備
、

富
士
山
全
域
の
開
発
抑
止
と
多
様
な
法
律

の
統

一
化
を
目
的
と
し
た
「富
士
由
立
法
」

の
実
現
、

地
下
水
利
用
者
に
課
す

「環
境

税
」
の
創
設
に
動
く
べ
き
だ
。

登
山
者
の

届
け
出
制
や
総
量
規
制
の
導
入
、

使
途
を

明
確
化
し
た
う
え
で
の
入
山
料
徴
収
の
厳

格
化
な
ど
の
対
策
が
欠
か
せ
な
い
。

現
在
の
富
士
由
観
光
は
、

５
合
目
か
ら

山
頂

に
か
け

て
の
登
由

に
偏

っ
て
い
る

が
、

山
梨
健
の
富
士
議
調
臼
登
山
遺
は
、

江
戸
時
代
に
は

「富
士
講
」
の
巡
礼
購
と

し
て
に
ぎ
わ

っ
た
首
道
で
あ
る
。

聖
域
と

俗
避
闘
と
を
分
け
る

「馬
返
し
」
や
１
合

目
に
あ
る
億
仰
施
設

「鈴
原
社
」
も
文
化

・
歴
史
的
な
遺
構
で
あ
り
、

文
化
遺
産
の

価
値
と
意
味
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

四
季
折
々
の
自
然
に
あ
ふ
れ
た
穣
海
や

エ
ヨ
ソ
ア
ー
も
新
鮮
で
楽
し
さ
満
載
で
あ

る
。

観
点
を
変
え
た
富
士
由
観
光
の
魅
カ

も
考
え
て
い
き
た
い
。

わ
た
な
べ

。
と
よ
ひ
ろ
　
大
学
で
は

「富
士
山
学
」
を
開
謡
。

善
議
に

「富
士

山
の
光
と
影
」
な
ど
。


